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ぼくのおじいちゃんは、ぼくが小さいころに大きなびょうきをしました。なんかげつもにゅういんし

て、たいいんしたあとも、あしにちからがはいらなくなりました。

いっぱいリハビリをして、へやのなかをつかまりながら、あるくことはできるようになったけれど、な

がいきょりをあるくことができません。だから、おでかけしたときや、びょういんにいったときは、いつ

もくるまいすをつかいます。

いっしょにでかけたときには、ぼくは「おたすけまん」になります。くるまいすにのるときには、よこ

のストッパーをとめてあげます。そうしないと、くるまいすがうごいてあぶないからです。

そして、あしおきをおろしてあげます。これがおたすけまんのしごとです。ほんとうは、うしろからく

るまいすをおしてあげたいけれど、ぼくのちからではまっすぐおしてあげることができません。だんさ

をこえてあげることもできないので、よこについてあるいてあげます。

それから、トイレにいくときもふつうのトイレはせまいので、くるまいすのマークのついたひろいトイ

レにいきます。ここでも、おたすけまんのとうじょうです。

ぼくは、ボタンをおしてドアをあけてあげます。そんなぼくに、おじいちゃんはいつも、「ありがとう。」

と、あたまをなでてくれます。

その日、おじいちゃんが月にいちど、びょういんへいく日でした。ぼくもなつやすみだったので、いっ

しょにびょういんにいきました。そのびょういんは、大きなびょういんなので、先生のところにいくまで

に、エレベーターにのります。

とびらがあいてのろうとしたときです。中にのっていたおじさんが、ひらくのボタンをおしてくれて、

おじいちゃんがのるのをまっていてくれました。

「どうぞ。」と、こえをかけてくれたので、おじいちゃんは、

「ありがとうございます。」とおれいをいいました。ぼくもペコリとあたまをさげました。そしており

るときも、「おさきにどうぞ。」といって、ひらくのボタンをずっとおしていてくれました。

ぼくはそのおじさんをみて、「おたすけまんがここにもいる。しらない人なのに、ありがとう」という

きもちでうれしくなりました。

それから、しんさつがおわってかえるまでに、せきをゆずってくれる人や、せまいろうかでよけてとお

らせてくれる人など、なんにんものおたすけまんにあうことができました。ぼくも、かぞくやしっている

人のおたすけまんになるだけじゃなくて、しらない人のまえでもおたすけまんになりたいな、とおもい

ました。

いっぱいおたすけまんがふえて、ちいさなしんせつがいろんなところでふえていたらいいな、とおもい

ます。ありがとうのことばが、いろんなところできけたらうれしいです。


